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)13,0( P とし、 l を x軸とする。 

今、 S については考えず、 RQP ,, について考える。 22,22  QRPQ であるから、 

P から R までの最長距離は 4)22()22(   

P から R までの最短距離は 22)22()22(   

P は固定であるから、 R は P を中心とした半径 22 の円と半径 4の円の間のドーナツ型の領域を動く。 

 

一方、 R と S の関係を考える。 13 RS で、 S は x軸上を動くから、 

R は 1313  ≦≦ y の範囲になければならない。 

 

以上を考慮し、 R が動く範囲を図示すると、下図 ii)の通り。 

右図 i)の扇形の網掛部の面積は )sin(
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